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・馬頭観音 
・双体道祖神 
・赤坂万倍稲荷 

 

秋葉神社 

土手の地蔵様 

 

 

 

 

 

 

 
安高稲荷 

よってげ亭 

宮柊二記念館 

１-Ａ 

２-Ａ 

３-Ｂ 

堀之内の地名と由来 

 堀之内町史によると、「堀之内」という地名は
『越後資料 天文 21 年 12 月』に、「景虎、故多
却小三郎の所領越後堀之内等を知行せしむ」とあ
り、これが「堀之内」という地名を確認した最初
と記されています。 
また、名前の由来については、その昔、魚野川

は、大石の本村下崖地より山裾を流れて吉水（今
の正安寺下）を曲折し徳田へと流れていて、いわ
ば川が湾曲していたところなので、「ほりのうち」
という地名になったという説が有力です。 

子供広場 

多目的広場 

芝生広場 

花広場

月岡広場 
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皇大神宮と伊勢小路、よって
げ亭前で、5月～10 月の第1 
日曜日に行われている市。旬の
野菜や山菜、地元の食品、趣味
の手工芸品等の出店が並び、新
たな賑わいが生れています。 

八幡宮の春季例大祭。 
この日は「春祭り」や「鳩祭

り」などと呼ばれ、シンコ餅で
つくられた色とりどりのかわ
いい鳩が水木枝に飾られ、売り
出されます。 

皇大神宮  

1361 年、伊勢神宮御師
の一志太夫が勧請したと伝
えられ、以来、近郷、近在
の崇敬を集めてきました。 
戦国時代には上杉家の厚い
信仰が寄せられ、その祈願
所であったともいわれま
す。関ヶ原後、上杉家の会
津から米沢への移封ととも
に、分祀された皇大神社が
祀られています。 

また江戸時代には、その
社務所（御旅屋）は伊勢屋
と呼ばれ、旅籠として宿場
町の機能を担い、賑わって
いました。 

八幡宮  

藪神郷（水無川下流域から
現在の川口までの範囲）、堀
之内村の鎮守として、皇大神
宮とともに、古くから多くの
人々に親しまれてきました。 

この宮に合祀される股倉
神社は、かつて魚野川河畔に
ありましたが、1650 年の
大洪水に遭い合祀されまし
た。また、宮林（山ノ手町）
にあった天神社も、1677
年の火災で合祀されたと伝
えられていて、この三社の合
殿によって「三社の宮」と呼
ばれています。 
 秋の「十五夜まつり」祭礼
の記述は元禄時代の記録に
もみられ、古来の由緒を伝え
ています。 

えちご堀之内 

伝統の祭りは‘一見の価値あり’

盆踊り「大の阪」念仏踊り
といわれるように、どの歌詞に
も「南無西方」の文句が入り、
踊りも左廻りで行う仏教に因
んだ精霊踊りの一種です。 

国の重要無形文化財に指定
されています。 

堀之内地区は新潟県内最大の
ユリの産地。7月上旬には月岡
公園花広場一面にユリが開花。
ユリ切花や魚沼産コシヒカリの
直売など「うまいもの市」も開
催されます。 

踊り屋台や屋台囃子・神輿
パレードなど、堀之内のまち
が祭り一色に染まります。 

なかでも魚野川の流れを下
る神輿流しは勇壮です。 堀之内の人々は、伊勢神宮の遥拝所として勧請

された皇大神宮や、この地域の鎮守として親しま

れてきた郷社（藪神郷）八幡宮等に伝えられてい

る、祭りや芸能等の歴史ある文化を、地域で守り、

受け継いでいます。 

2 月、八幡宮に伝えられる「雪中花水祝」は、北

越雪譜に冬の奇祭として描かれ、8月の盆踊り「大

の阪」は、堀之内が三国街道の宿場町として栄え

た頃に伝えられた幽玄な踊りで、県の無形文化財、

国の重要無形民俗文化財に指定されています。 

9 月に行われる「十五夜まつり」は、京都から伝

えられた伝統の踊りを屋台で披露する「踊り屋

台」、各町内特有の囃子を奏でる「屋台囃子」など、

歴史感漂う独特の風情があり、最終日の「神輿流

し」は祭りのクライマックスを勇壮に飾ります。 

喜楽座跡  

 かつて一志太夫が旅屋に
していた伊勢屋は、明治に
なって小学校に転用後、丸
屋の宮茂兵衛が譲り受け、
喜楽庵や生糸の製紙工場等
に利用された後、警察庁舎
にも活用されました。 

大正の半ば以降になる
と、新派劇の興行師によっ
て経営され、いつしか喜楽
座と呼ばれるようになり、
芝居や活動写真の常設館と
なりました。当時の喜楽座
は、町の文化の中心的な役
割を果たしていたようで
す。（資料､写真:堀之内町史）

旧暦の神無月 11 月 1 日に
神様を出雲へお送りし、12 月
1 日にお迎えする神事で、「近
郷の神様は堀之内の皇大神宮
に集まってから出雲に出発さ
れる。」とも言い伝えられてい
ます。 

宿場町～堀之内宿～ 

江戸時代、三国街道の越後一八宿の一つとして栄
えた『堀之内宿』は、宿場の街道沿いや小路沿いに
家々が並び、多くの人々が往来し、大変賑わってい
ました。縮の集散地として諸国から商人や仲買人が
行き交い、また、近郷からは、皇大神宮と八幡宮と
いう二つの神社への参詣のために来る人々も大勢
いました。 

堀之内宿は、妻有道（田川入街道）が三国街道と
分かれるところから、まっすぐ東に延びて、諏訪神
社の前でかぎの手に曲がり、魚野川の土手の手前で
もう一度東に折れ曲がる所まで、街道を挟んで両側
に屋敷が並んでいました。中町を中心として、下町
と上町を加えた三町で構成され、中町の両側には、
防火のため幅六間の小路を含む空地で区切られて
いました。下町には郷元、中町には本陣がありまし
た。宿場の中心部におかれる高札場は、中町と下町
の中間の空地に、街道に面して南向きに建てられて
いました。 

高札場跡 
幕府や領主の最も基本

的な法令を書き記した木
の札（高札）を掲示した施
設。 
 村の中心や主要な街道
が交錯する交差点といっ
た人通りの多い場所に設
置されていました。 

本陣と郷元 
本陣は、大名や旗本、幕

府役人、勅使等の宿泊所と
して指定された家。商業的
な宿泊施設ではなく、その
地の有力旧家の邸宅が本
陣として指定されました。

郷元は、魚沼郷の庄屋の
取りまとめ役でした。 

三国街道と堀之内宿 

江戸時代初め頃の正保国絵図によると、三国街道
は、上州境の三国峠から長岡までの間に、浅貝・二
居・三俣・湯沢・関・塩沢・六日町・五日町・浦佐・
堀之内・川口・妙見・十日町の十三宿があり、長岡・
与板・地蔵堂・中島・渡部と継いで、十八宿で寺泊
に達した模様が描かれています。 

堀之内は、越後側の十番目の宿場に当たり、正保
国絵図からは、堀之内‐浦佐間は、もとは浦佐村～
十日町村(小出町)～小出島村を通る魚野川の東側
(右岸)を往来していましたが、栃原峠の新道開削に
より、上りは浦佐へ、下りは川口へ継ぎ立てられる
ようになったことが推測されます。正保期以前よ
り、栃原峠が三国街道の本道として使われていたこ
とになります。 

この開削により浦佐～ 
堀之内間は、小出島回り 
に比べて、距離にして半 
里ほど短縮されましたが、 
何よりも大きな利点は、 
浦佐と四日町の２箇所の 
渡しを通る必要がなくな 
り、越後側の三国街道は、 
和南津(川口町、現長岡市) 
の渡し１箇所を渡るだけ 
で、長岡まで通行できる 
ようになったことです。 
（資料：堀之内町史） 

 

八幡宮に伝えられる冬の奇
祭。前年に結婚した新婿に冷
水（花水）を頭からかけ、子
宝、子供の成長、夫婦和合を
祈る行事で、明治6 年を最後
に途絶えていましたが、昭和
63年に復活し受け継がれて
います。 

上越線と越後堀之内駅 

「上越線」の上越とは、上州と越後を結んだこと
からついた名です。上越線は、大正５年に上越線建
設計画が決定し、上越国境（清水トンネル）の難工
事を克服し、昭和６年９月に全線開通しました。 
 上越線は、中央に清水峠を挟んで、南は前橋から
上越南線、北は宮内から上越北線として順次工事が
進められました。越後堀之内駅は、大正１１年に工
事が終わり、同年８月、越後川口から越後堀之内駅
まで開通しました。ちなみに越後堀之内駅の名称で
すが、当時東海道線に同名の「堀之内駅」があった
ため「越後」を冠して「越後堀之内駅」と名付けた
ようです。 
 昭和２２年１０月には全線電化となり、全線複線
化は、新清水トンネルが完成した、昭和４２年９月
（一部複線化は昭和３７年１１月）です。 
 越後堀之内駅（停車場）の開設に合わせ、まちの
中心部から停車場に向かう広い道路がつくられ、停
車場通りには、運送店・旅館・食堂などが相次いで
建てられ「駅前通り」として賑わいました。 

堀之内城 
 堀之内は別名を月岡城、古長沢城ともいい、285m の山城で、
山頂付近は通称「城の平」と呼ばれています。主郭（城の平）
は幅 16～19m、長さ 58m と広く、主郭の西下に深さ 10m、
幅 1.5m、長さ 10m の空堀 
があり、ここを北西へ尾根を 
下ると月岡公園に至ります。 
主郭の北側下には、主郭を堅 
固にするための 15 条の竪堀 
（畝形阻塞）が構築されてい 
て、通称「城の沢」が始まり 
ます。（資料：堀之内町史） 

月岡公園からの眺望  

 月岡公園は、町制 25 周年（昭和 25 年）記念事業の一つとし
て整備が始まりました。公園の用地は堀之内古城趾、月岡農園及
古長沢の池を含む約４０町歩(ha)にわたります。 

現在、さらに旧営林署杉苗畑を含んで、さらに広大な総合公園
となって親しまれています。 

発行：平成 25 年 3 月 

まちづくり交付金堀之内地区検討委員会 

情報提供・問合せ 
魚沼市役所土木課都市整備室 
TEL：025-799-3134 FAX：025-799-4488 

               E-mail:toshiseibi@city.uonuma.niigata.jp 

正安寺
 浄土宗京都知恩院の末寺。
文政3（1820）年の絵図面
によれば、正安寺は堀之内本
町裏側の、皇大神宮の参道と
長兵衛小路との間にあった
といわれています。 

願念寺  
浄土真宗本願寺派。浄土

真宗では開祖親鸞が聖徳太
子を崇拝したことから、当
境内にも御太子様を祀る太
子堂があります。太子講も
つくられ、多くの崇拝者を
集めました。徐々坊の実
兄・巨鳰坊が建てた翁塚が
あります。 

普賢寺  
 南魚沼市の曹洞宗雲洞庵
の末寺。寺内には、火事で
焼失した春日平にあった内
鎮守春日神社のご神体が祀
られています。 

天宗寺  
 開祖は大石播磨守綱元。居
館には播磨守の内鎮守とい
われる十二神社があります。
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越後三山と魚沼市を一望する
「奥只見レクリエーション都市
公園」の芝桜公園には、16 万株
の芝桜が植えられていて、春か
ら初夏にかけて芝桜が一面に咲
く名所として、多くの観光客が
訪れます。 

十王堂跡  
 冥土で亡者の罪を裁く十
人の判官「十王」様をお祀
りしたお堂がありました。 
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（5 月中旬～6 月上旬）

（5 月～10 月第 1 日曜日） 

（8 月 14～16 日）） 

（7 月）

（敬老の日の前週の金曜日～日曜日） 

（2 月 11 日） 

（2 月 15 日）

（11 月 1 日、12 月 1 日） 


